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平
成
二
十
八
年
一
月
十
六
日(

土)

の
定
例
総
会
で
、

既
に
昨
年
十
月
に
お
申
し
出
の
あ
り
ま
し
た
幹
事
、

隆
恵
さ
ん
と
漆
原
直
子
さ
ん
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
色
々
と
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

次
期
幹
事
の
選
任
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
二
人
共

に
種
々
、
努
力
し
て
下
さ
い
ま
し
た
が
、
会
員
の
減

少
や
高
齢
化
の
た
め
、
引
き
受
け
て
下
さ
る
方
が
見

つ
か
ら
ず
、
結
局
本
日
を
迎
え
ま
し
た
。 

今
後
の
運
営
に
関
し
て
は
、
退
任
す
る
幹
事
の
司

会
で
は
な
く
、
別
に
協
議
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
、

予
定
さ
れ
て
い
た
柴
田
弘
武
さ
ん
の
講
演
『
「
日
下

(

部)

」
考
』
を
先
に
伺
っ
た
後
に
、
総
会
を
再
開
し

ま
し
た
。 

 

       

し
か
し
、
司
会
者
も
決
ま
ら
な
い
状
況
で
、
雑
談

的
に
相
談
し
て
い
て
も
、
時
間
内
に
ま
と
ま
ら
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
私(

新
井
宏)

か
ら
、

次
の
よ
う
な
提
案
を
い
た
し
ま
し
た
。 

会
員
歴
が
長
く
事
務
を
担
当
し
て
い
る
私
が
、
ま

と
め
役
を
買
っ
て
出
た
形
で
す
。 

 一
、 

従
来
通
り
の
会
の
運
営
は
、
幹
事
不
在
の
ま
ま

で
は
、
実
質
的
に
困
難
な
の
で
、
史
遊
会
は
「
中

締
め
」
と
し
て
解
散
と
す
る
。 

二
、 

し
か
し
、
会
の
資
金
が
70
万
円
近
く
残
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
平
成
24
年
6
月
以
降
、
事
務

所
費
・
通
信
編
集
費(

月
23
千
円)

が
不
要
と
な
っ

た
分
に
相
当
し
、
史
遊
会(

任
意
団
体)

の
性
格
か

ら
解
散
し
て
も
会
員
へ
の
払
戻
は
好
ま
し
く
な
い
。 

三
、 

三
十
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
会
な
の
で
、
参
加

者
に
負
担
に
な
ら
な
い
形
で
「
史
遊
会
サ
ロ
ン
」

の
よ
う
な
「
同
窓
会
」
な
ら
続
け
た
い
と
の
希
望

も
多
く
あ
る
。 

四
、 

そ
の
た
め
運
営
体
制
と
し
て
は
、
➀ 

会
費
は

徴
収
し
な
い
。 

➁ 

隔
月
程
度
の
割
合
で
、
定
例

日
、
定
会
場
を
設
け
、
サ
ロ
ン
的
な
会
を
開
催
す

る
。
③ 

従
来
の
「
自
由
執
筆
」
や
「
講
演(

話
題

提
供)

」
は
廃
止
し
な
い
が
、
パ
ス
す
る
こ
と
は
全

く
自
由
、
④ 

連
絡
等
の
た
め
『
史
遊
サ
ロ
ン
通
信
』

を
半
定
期
的
に
発
行
し
、「
自
由
執
筆
」
や
「
講
演

の
ニ
ュ
ー
ス
」
等
が
あ
れ
ば
載
せ
る
。
⑤ 

従
来
の

よ
う
な
会
員
、
友
の
会
の
区
分
は
廃
止
し
、
知
人
、

OB
会
員
等
の
自
由
参
加
を
歓
迎
し
、
希
望
者
に
は

連
絡
の
た
め
『
通
信
』
を
届
け
る
。 

五
、 

幹
事
な
し
の
運
営
と
な
る
の
で
、
事
務
的
な
業

務
は
従
来
通
り
私(

新
井
宏)

が
引
き
受
け
る
。 

会

費
を
徴
収
し
な
い
の
で
、
会
計
処
理
は
信
頼
ベ
ー

ス
で
出
費
の
み
記
録
。 

六
、 

会
の
資
金
の
迅
速
な
消
化
を
は
か
る
た
め
、 

➀ 

『
史
遊
会
通
信
』
第
11
集(2014

～2015

年)

を
作
成
し
て
国
会
図
書
館
に
納
本(

5
万
円)

、
➁ 

ネ
ッ
ト
掲
載
の
『
史
遊
会
通
信
』
を
継
続(

年
3
千

一
月
総
会
の
報
告 

幹
事
辞
任
と
今
後
の
運
営
に
つ
い
て 
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円)

、
③ 

 

会
場
費
支
出(

年
5
万
円)

、
④ 

『
通

信
』
の
郵
送
費
・
コ
ピ
ー
費
等(

年
3
万
円)

、
⑤

史
遊
会
に
何
ら
か
で
も
関
連
し
た
エ
ッ
セ
イ
、
論

考
な
ど
を
小
冊
子
に
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
、
編

集
・
出
版
費(

50
頁
50
部
で
3
万
円
程
度
の
実

費)

を
支
給
す
る
。 

七
、
サ
ロ
ン
活
動
が
終
了
し
て
も
、
な
お
資
金
が
残

っ
た
場
合
は
、
何
ら
か
の
形
で
「
寄
付
」
し
て
終

了
す
る
。 

 

以
上
の
よ
う
な
提
案
に
対
し
て
、
基
本
的
に
賛
同

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
当
面
の
運
営
は
、
次

の
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。 

 例
会 

奇
数
月
の
第
3
土
曜
日
午
後
3
時
～
5
時 

会
場 

八
重
洲
北
口
ル
ノ
ア
ー
ル
貸
会
議
室 

話
題
提
供 

既
に
計
画
さ
れ
て
い
る
分
担
表
で
準
備

さ
れ
て
い
る
方
も
居
ら
れ
ま
す
の
で
、
当
面
話
題

提
供
等
に
ご
協
力
を
願
う
。
も
ち
ろ
ん
、
パ
ス
は

自
由
、
紹
介
時
間
も
従
来
よ
り
短
縮
30
～
60
分
。 

自
由
執
筆 

従
来
の
「
友
の
会
」
の
方
々
の
積
極
的

な
参
加
を
期
待
す
る
。
執
筆
動
機
付
け
の
た
め
、

今
後
も
事
務
局
で
勝
手
に
割
り
当
て
表
を
作
成
す

る
が
、
パ
ス
は
自
由
。 

史
遊
サ
ロ
ン
通
信 

半
定
期
的
に
発
行 

 

な
お
、
以
上
の
こ
と
な
ら
「
協
力
す
る
よ
」
と
申
し

出
て
下
さ
っ
た
方
も
お
り
、
心
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。 

 
 

 

以
上 

      

史
遊
会
退
会
の
お
申
し
出 

 

柴
田
弘
武
さ
ん
・
漆
原
直
子
さ
ん 

 

史
遊
会
の
長
老
会
員
の
柴
田
弘
武
さ
ん
か
ら
、
年

齢
・
体
調
の
面
か
ら
、
会
員
活
動
が
困
難
に
な
っ
た

の
で
退
会
す
る
と
の
お
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
漆
原
直
子
さ
ん
か
ら
も
、
伯
母
様
の
家
が
埼

玉
県
下
で
は
唯
一
の
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
、
仕
事
の
他
に
、
そ
の
保
存
と
活
用
に
本
格
的

に
取
り
組
む
た
め
に
、
退
会
の
お
申
し
出
が
あ
り
ま

し
た
。 

た
だ
し
、
史
遊
会
の
「
中
締
め
」
に
よ
り
、
会
費

も
徴
収
せ
ず
、
講
演
・
執
筆
の
義
務
も
な
く
な
り
、

OB
も
会
員
的
に
運
用
し
ま
す
の
で
、
今
後
も
気
軽
に

ご
参
加
下
さ
れ
ば
、
有
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

三
月
十
九
日
例
会
「
話
題
提
供
」 

『
上
杉
綱
勝
急
死
事
件
』 

千 

坂 

精 

一 

 

組
織
は
エ
ゴ
と
慾
望
の
固
ま
り
で
あ
る
人
間
の
集

団
で
あ
る
か
ら
、
い
つ
か
互
い
の
野
心
と
闘
争
本
能

が
剥
き
出
し
に
な
っ
て
騒
動
に
発
展
す
る
こ
と
は
避

け
ら
れ
な
い
。 

荀
子
の
『
性
悪
説
』
に
立
て
ば
、
人
間
社
会
に
騒

動
が
起
こ
る
の
は
当
然
で
あ
っ
て
不
思
議
で
は
な
い
。 

現
代
で
の
事
例
は
差
し
障
り
が
あ
る
の
で
江
戸
時

代
に
遡
っ
て
み
る
と
、
私
の
知
る
限
り
大
名
家
に
興

っ
た
騒
動
は
優
に
百
を
超
え
る
事
例
が
あ
る
か
ら
、

そ
れ
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
採
り
上
げ
て
い
け
ば
物
書
き

の
素
材
に
事
欠
く
こ
と
は
な
い
。 

悪
人
を
書
く
の
は
気
遣
い
が
い
ら
な
い
し
、
公
序

良
俗
に
拘
束
さ
れ
な
い
か
ら
気
楽
で
あ
る
。 

そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
、
出
羽
国
米
澤
の
上
杉
家
で

起
こ
っ
た
当
主
綱
勝
急
死
事
件
は
、
家
中
の
み
な
ら

ず
外
戚
も
絡
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
の
欲
望
を
達
せ
ん
が
た

め
の
極
め
て
醜
悪
な
御
家
騒
動
で
あ
っ
た
。 

こ
れ
は
以
前
歴
史
雑
誌
に
な
ん
ど
も
書
い
た
こ
と

で
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
俎
上
に
載
せ
て
検
証
し
て

み
る
。 
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自
由
執
筆 

 
 

出
雲
大
社
再
考
（
八
） 

 
 
 

忘
れ
去
ら
れ
た
野
城
大
神
（
下
） 

 
 

 

村 

上 

邦 

治 

 
 能

義
神
社
か
ら
飯
梨
川
の
六
キ
ロ
上
流
に
、
一
時
は

山
陰
（
出
雲
・
隠
岐
・
石
見
・
伯
耆
・
因
幡
）、
山
陽

（
美
作
・
備
前
・
備
中
・
備
後
・
安
芸
・
播
磨
）、
の

一
一
か
国
を
支
配
し
た
、
戦
国
大
名
尼
子
氏
の
居
城

月
山
富
田
城
が
あ
る
。 

 

尼
子
氏
は
応
仁
の
乱
後
、
出
雲
、
隠
岐
、
飛
騨
、

近
江
四
国
の
守
護
京
極
家
の
守
護
代
と
し
て
、
月
山

富
田
城
を
本
拠
に
、
出
雲
国
内
を
掌
握
し
た
。
戦
国

時
代
、
経
久
、
国
久
、
晴
久
三
代
は
、
山
陽
の
大
内

氏
、
毛
利
氏
と
常
に
張
り
合
っ
た
。
山
陰
に
あ
り
な

が
ら
、
中
国
地
方
を
牛
耳
っ
た
尼
子
氏
の
経
済
を
支

え
た
の
は
、
美
保
関
を
抑
え
た
こ
と
で
あ
る
。
島
根

半
島
の
東
端
三
保
神
社
の
あ
る
三
保
港
は
、
出
雲
、

隠
岐
の
み
な
ら
ず
、
日
本
海
諸
国
、
さ
ら
に
、
朝
鮮

と
の
貿
易
拠
点
で
あ
り
、
舟
役
運
上
金
は
巨
額
に
の

ぼ
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
石
見
大
森
銀
山
か
ら
の
銀

産
出
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
か
所
か
ら
の
軍
資
金
は
、

能
義
を
通
り
、
飯
梨
川
を
の
ぼ
っ
て
、
富
田
城
に
運

ば
れ
た
の
で
あ
る
。 

出
雲
統
治
の
困
難
さ
は
、
杵
築
（
出
雲
）
大
社
、

日
御
崎
神
社
、
鰐
淵
寺
、
雲
樹
寺
（
現
安
来
市
後
醍

醐
、
後
村
上
天
皇
の
勅
願
寺
）
な
ど
、
社
寺
の
権
力

が
強
く
、
し
か
も
各
々
朝
廷
や
将
軍
・
管
領
と
結
び

つ
き
、
対
峙
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
仲
裁
に
は
難

儀
し
た
。
特
に
杵
築
大
社
と
日
御
崎
神
社
と
の
紛
争

は
、
絶
え
る
こ
と
が
無
か
っ
た
。 

こ
う
し
た
経
済
的
背
景
と
社
寺
間
の
争
い
は
、
能

義
神
社
に
と
っ
て
、
ま
た
と
な
い
復
活
の
契
機
と
な

る
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。 

三
保
関
か
ら
の
公
用
銭
、
石
見
大
森
銀
山
の
産
出

銀
は
、
能
義
神
社
の
直
ぐ
そ
ば
の
飯
梨
川
を
通
り
、

運
ば
れ
た
。
小
高
い
丘
の
上
に
あ
る
能
義
神
社
は
、

前
面
に
安
来
平
野
が
広
が
り
、
月
山
富
田
城
の
軍
事

前
線
砦
と
し
て
も
最
適
な
場
所
で
あ
っ
た
。
ま
た
寺

社
間
の
抗
争
は
、
古
代
出
雲
国
の
四
大
神
で
あ
る
野

城
大
神
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
で
、
寺
社
を
牽
制
し
、

抗
争
を
和
ら
げ
、
抑
え
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。 

し
か
し
、
中
国
地
方
を
席
巻
し
た
尼
子
氏
は
、
野

城
大
神
を
重
視
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
能
義
神
社
に

砦
と
し
て
の
役
目
を
持
た
せ
、
拡
充
す
る
こ
と
も
、

一
切
な
か
っ
た
。
経
済
・
軍
事
的
に
重
要
な
場
所
に

あ
る
能
義
神
社
を
、
尼
子
氏
は
、
何
も
活
用
せ
ず
、

支
援
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

江
戸
期
に
入
り
、
慶
長
一
六
年
（
一
六
一
一
）
火

災
に
よ
り
、
社
殿
や
古
記
録
、
社
宝
は
全
て
消
失
し

た
。
当
時
の
月
山
富
田
城
主
は
、
関
ヶ
原
合
戦
に
敗

れ
た
毛
利
一
族
に
か
わ
り
、
堀
尾
氏
が
浜
松
か
ら
入

国
し
て
い
た
。
山
城
に
か
わ
る
松
江
城
築
城
途
上
で

あ
っ
た
が
、
三
代
藩
主
堀
尾
忠
晴
に
よ
り
、
丘
の
中

腹
の
現
在
地
に
、
小
ぶ
り
な
が
ら
大
社
造
り
の
本
殿

を
再
興
し
た
。
こ
れ
が
現
社
殿
で
あ
る
。
そ
の
後
松

平
氏
の
入
国
に
よ
り
、
中
心
地
は
松
江
に
移
り
、
能

義
周
辺
は
寂
れ
て
し
ま
っ
た
。 

『
延
喜
式
』
の
式
内
社
で
あ
る
能
義
神
社
は
、
明

治
四
年
の
社
格
で
は
、
下
位
の
郷
社
（
地
域
の
産
土

神
を
祀
る
）
に
し
か
位
置
づ
け
ら
れ
ず
、
よ
う
や
く

明
治
六
年
県
社
に
昇
格
し
た
。
四
大
神
の
う
ち
杵
築

大
神
（
出
雲
大
社
）
は
最
高
位
官
幣
大
社
、
熊
野
大

神
（
熊
野
大
社
）
は
国
幣
中
社
（
大
正
五
年
国
幣
大

社
）、
佐
太
大
神
（
佐
太
神
社
）
は
国
幣
小
社
（
大
正

一
四
年
）
に
格
付
け
さ
れ
、
も
は
や
比
べ
よ
う
も
な

か
っ
た 

 
 

 
 

 

 

野
城
大
神
に
由
来
す
る
能
義
の
地
名
は
、
出
雲
広

瀬
藩
（
松
江
藩
支
藩
）
時
に
は
、
何
処
に
も
な
か
っ

た
。
よ
う
や
く
明
治
九
年
能
義
村
と
し
て
復
活
、
明

治
一
二
年
能
義
郡
が
発
足
し
、
郡
役
所
は
広
瀬
町
に

置
か
れ
た
。
し
か
し
平
成
一
六
年
、
広
瀬
町
が
安
来

市
と
合
併
、
能
義
郡
は
消
滅
し
た
。
現
在
は
、
神
社

の
あ
る
狭
い
地
域
に
、
能
義
町
と
し
て
残
る
の
み
で

あ
る
。
し
か
し
野
城
大
神
由
来
の
駅
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
飯
梨
川
に
架
か
る
橋
に
は
、
能
義
大
橋
と
し

て
、
そ
の
名
を
僅
か
に
と
ど
め
て
い
る
。 
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能
義
神
社
か
ら
、
月
山
富
田
城
下
に
あ
る
安
来
市

立
歴
史
資
料
館
（
前
広
瀬
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
）

に
行
っ
た
。
富
田
城
や
旧
城
下
町
の
出
土
品
が
展
示

し
て
あ
っ
た
。
入
口
に
旧
広
瀬
町
の
名
所
旧
跡
や
遺

跡
の
場
所
を
示
す
、
大
き
な
観
光
地
図
が
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
こ
に
は
、
能
義
神
社
の
記
載
は
な
か
っ
た
。 

出
口
で
受
付
員
に
、「
地
図
に
能
義
神
社
の
所
在
が

無
い
の
で
す
が
」
と
尋
ね
た
。
学
芸
員
と
思
わ
れ
る

女
性
は
、「
野
城
大
神
は
出
雲
風
土
記
に
記
載
の
四
大

神
で
す
よ
。
そ
の
大
神
を
お
祀
り
し
た
能
義
神
社
の

記
載
が
無
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
、
少
し
怒
っ

た
よ
う
な
声
で
言
っ
た
。
「
で
も
な
い
の
で
す
が
。」

と
い
い
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
彼
女
は
観
光
地
図
の

処
に
、
小
走
り
に
確
か
め
に
行
っ
た
。
戻
っ
て
き
て
、

小
さ
な
声
で
、「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
至
急
記
載
し
ま
す
。
」
と
内
向
き
加
減
に
謝

っ
た
。 

 

忘
れ
去
ら
れ
た
野
城
大
神
に
、
な
に
か
良
い
事
を

し
た
よ
う
な
気
分
が
し
て
、
館
を
後
に
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
こ
の
項
終
り
） 

   

   

 

今
後
の
活
動
予
定 

 

運
営
方
法
の
と
こ
ろ
で
示
し
た
よ
う
に
、
従
来
の

よ
う
な
「
講
演(

話
題
提
供)

」
や
「
自
由
執
筆
」
に 

                     

つ
い
て
は
、
義
務
化
せ
ず
に
パ
ス
自
由
と
し
ま
す
が
、

予
定
が
あ
る
と
、
若
干
の
拘
束
効
果
を
生
み
、
そ
れ

を
契
機
と
し
て
、
執
筆
な
ど
が
進
む
場
合
が
あ
り
ま

す
。
左
表
を
目
安
と
し
て
下
さ
い
。
様
子
を
見
な
が

ら
修
正
し
て
行
き
ま
す
。 


